
（議案第１号）

第１．計画概要 第２．根拠法令等

□ 規則第10条の３の第４項第一号関係

1． 申請地 □ 規則第10条の３の第４項第二号関係（公共用の４ｍ以上の通路等に２ｍ以上接する敷地）

□ 河川等の管理用の道

2． 申請者 □ 水路敷きを道路状に整備した道

□ 国又は地方公共団体が所有している土地で道路状に整備されている道

3． □ 法第４２条第１項第四号に掲げる事業計画の区域内の道

■ 規則第10条の３の第４項第三号関係

□ 狭あい公道基準を適用する公道に２ｍ以上接する敷地

□ 拡幅整備、維持管理の担保がある協定道路に２ｍ以上接する敷地

□ 現況幅員が４ｍ以上で、維持管理に担保がある道に２ｍ以上接する敷地

□ 市が拡幅整備等の指導方針を明確にした道路状に整備した水路に２ｍ以上接する敷地

□ 市が拡幅整備等の指導方針を明確にした道に２ｍ以上接する敷地

□ 道路に１.５ｍ以上接する敷地

■ その他これらに類する道

4． 道の状況 第３．特定行政庁の判断

：３．６～３．８ ｍ 【交通上、安全上の判断】

（　河川管理用通路　） ・幅員４ｍに満たないが、市が管理する河川管理用通路である。

・日常的に不特定多数の人が利用できる状況である。

・南北で法第４２条第１項第一号に接続している。

・申請地前には橋がかかっており、法第４２条第１項第一号に避難することができる。

上記より、当該道は、交通上、安全上支障がないものと判断できる。

【防火上の判断】

5． 用途地域 外壁が防火構造、軒裏が不燃材料のため支障がない。

【衛生上の判断】

6． 排水については、公共下水への接続がされていることから支障がない。

【建築物の条件】

最高の高さ　１０ｍ以下

外壁：防火構造以上　　軒裏：不燃材料 

工事監理者を定める

第４．結　果

上記により、許可相当と判断する。

容積率

防火指定

北側斜線

日影規制

規制なし

（１）４ｈ・２．５ｈ（平均地盤面からの高さ４ｍ）

準防火地域

道路斜線

隣地斜線

建蔽率

１．２５勾配

２０ｍ＋１．２５勾配

５９．４１％　／　６０％

１０５．４２％　／１６０％

形態規制

幅　　員

建築面積

延べ面積 １１０．７５㎡

１０５．０６㎡

規　　模

８．７９２ｍ

６２．４１㎡

高　　さ

申請建物概要

専用住宅

専用住宅

木　　造

建築基準法第４３条第２項第二号に係る許可の申請について

株式会社　ホーク・ワン　

第二種住居地域

計画用途

従前用途

構　　造

敷地面積

地上２階建て

川口市芝樋ノ爪２丁目地内

令和７年９月

当該道は、「その他これらに類する道」として扱っている道路である。

資料１
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（議案第１号）

第１．計画概要 第２．根拠法令等

□ 規則第10条の３の第４項第一号関係

1． 申請地 □ 規則第10条の３の第４項第二号関係（公共用の４ｍ以上の通路等に２ｍ以上接する敷地）

□ 河川等の管理用の道

2． 申請者 □ 水路敷きを道路状に整備した道

□ 国又は地方公共団体が所有している土地で道路状に整備されている道

3． □ 法第４２条第１項第四号に掲げる事業計画の区域内の道

■ 規則第10条の３の第４項第三号関係

□ 狭あい公道基準を適用する公道に２ｍ以上接する敷地

□ 拡幅整備、維持管理の担保がある協定道路に２ｍ以上接する敷地

□ 現況幅員が４ｍ以上で、維持管理に担保がある道に２ｍ以上接する敷地

□ 市が拡幅整備等の指導方針を明確にした道路状に整備した水路に２ｍ以上接する敷地

■ 市が拡幅整備等の指導方針を明確にした道に２ｍ以上接する敷地

□ 道路に１.５ｍ以上接する敷地

□ その他これらに類する道

4． 道の状況 第３．特定行政庁の判断

：３．５　～４．０ ｍ 【交通上の判断】

当該道は、生活上支障がないように整備された状況で、交通上、安全上支障がないものと

判断できる。

【安全上の判断】

上記内容に同じ。

【防火上の判断】

外壁が準耐火構造、軒裏が不燃材料のため支障がない。

5． 用途地域 【衛生上の判断】

排水については、当該道を経由し、公共下水への接続がされていることから

6． 支障がない。

　５８．０５％／　６０％（７０％） 【建築物の条件】

最高の高さ　１０ｍ以下

外壁：準耐火構造以上　　軒裏：不燃材料 

工事監理者を定める

第４．結　果

　上記により、許可相当と判断する。防火指定

北側斜線

日影規制

規制なし

（１）４ｈ・２．５ｈ（平均地盤面からの高さ４ｍ）

準防火地域

容積率 １４７．７６％／１６０％

道路斜線

隣地斜線

建蔽率

１．２５勾配

２０＋１．２５勾配

申請建物概要

形態規制

幅　　員

（　私道　）

　　９.２０４ｍ

　　６２.９７㎡

　　３６.５５㎡

　　９３.０４㎡

敷地面積

高　　さ

建築面積

延べ面積

専用住宅

専用住宅

木　　造

地上３階建て規　　模

川口市南町１丁目地内

令和７年９月

建築基準法第４３条第２項第二号に係る許可の申請について

株式会社シティートータルプラン

第二種住居地域

計画用途

従前用途

構　　造

当該道は、「施行日において建築物が立ち並び、市が拡幅整備等の指導方針を明確にした原則として幅員が１．

８メートル以上の道」として扱っている道路である。

資料２
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（議案第３号）

第１．計画概要 第２．根拠法令等

□ 規則第10条の３の第４項第一号関係

1． 申請地 □ 規則第10条の３の第４項第二号関係（公共用の４ｍ以上の通路等に２ｍ以上接する敷地）

□ 河川等の管理用の道

2． 申請者 □ 水路敷きを道路状に整備した道

□ 国又は地方公共団体が所有している土地で道路状に整備されている道

3． □ 法第４２条第１項第四号に掲げる事業計画の区域内の道

■ 規則第10条の３の第４項第三号関係

□ 狭あい公道基準を適用する公道に２ｍ以上接する敷地

□ 拡幅整備、維持管理の担保がある協定道路に２ｍ以上接する敷地

□ 現況幅員が４ｍ以上で、維持管理に担保がある道に２ｍ以上接する敷地

□ 市が拡幅整備等の指導方針を明確にした道路状に整備した水路に２ｍ以上接する敷地

■ 市が拡幅整備等の指導方針を明確にした道に２ｍ以上接する敷地

□ 道路に１.５ｍ以上接する敷地

□ その他これらに類する道

4． 道の状況 第３．特定行政庁の判断

：３．４７６ ｍ 【交通上の判断】

当該道は、生活上支障がないように整備された状況で、交通上、安全上支障がないものと

判断できる。

【安全上の判断】

上記内容に同じ。

【防火上の判断】

外壁が防火構造、軒裏が不燃材料のため支障がない。

5． 用途地域 【衛生上の判断】

排水については、当該道路を経由し、公共下水への接続がされていることから支障がない。

6．

【建築物の条件】

最高の高さ　１０ｍ以下

外壁：防火構造以上　　軒裏：不燃材料

工事監理者を定める

第４．結　果

　上記により、許可相当と判断する。防火指定

北側斜線

日影規制

規制なし

（１）４ｈ・２．５ｈ（平均地盤面からの高さ４ｍ）

準防火地域

容積率 ７９．５８％／１６０％

道路斜線

隣地斜線

建蔽率 ４５．５９％／　６０％

１．２５勾配

２０＋１．２５勾配

申請建物概要

形態規制

幅　　員

（　私道　）

　　７.９９７ｍ

　１３９.４２㎡

　　６３.５５㎡

　１１０.９５㎡

敷地面積

高　　さ

建築面積

延べ面積

専用住宅

専用住宅

木　　造

地上２階建て規　　模

川口市仲町地内

令和７年９月

建築基準法第４３条第２項第二号に係る許可の申請について

個人

第二種住居地域

計画用途

従前用途

構　　造

当該道は、「施行日において建築物が立ち並び、市が拡幅整備等の指導方針を明確にした原則として幅員が１．

８メートル以上の道」として扱っている道路である。

資料３
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資料４

建築基準法第４３条第２項第二号に係る許可　[対象期間　令和７年７月１６日～令和７年９月１６日]

１．建築基準法施行規則第１０条の３第４項第二号
（ア）河川等管理用の道 　
（イ）水路敷きの道
（ウ）国等所有の土地の道
（エ）法第４２条第１項第四号の区域内の道

２．建築基準法施行規則第１０条の３第４項第三号

（ア）狭あい公道

（イ）協定道路
Ｎｏ 申　請　地 申　請　者 建　物　概　要 現況幅員 許可受付日 消防長同意 許可日付 備　考

R7.7.7 R7.7.9 R7.7.16 最高高さ１０ｍ以下
外壁：防火構造以上、軒裏：不燃材料
工事監理者を定める

R7.7.29 R7.7.31 R7.8.12 最高高さ１０ｍ以下
外壁：防火構造以上、軒裏：不燃材料
工事監理者を定める

（ウ）私道４ｍ

124

１ 朝日１丁目地内

２

４．０ｍ
21 111

包括同意基準による許可処分の一覧表

153
個人

木造３階建　専用住宅
延べ面積　７２．４㎡

207
大字芝字 地内 個人

木造２階建　専用住宅
延べ面積　７７．０１㎡

４．０ｍ
22

1


